
４
月
１０
日
㈰
は
京
都

府
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
投
票
で
き
ま
す
。
開

票
は
中
央
公
民
館
で
同

日
午
後
９
時
か
ら
行
い

ま
す
。

【
投
票
で
き
る
人
】

平
成
３
年
４
月
１１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
日
本

国
籍
の
人
で
、
同
２２
年

１２
月
３１
日
（
転
入
届
出

の
日
）
以
前
か
ら
本
市

内
に
住
所
が
あ
る
人

【
投
票
場
所
】

下
表
の
と
お
り

【
投
票
所
入
場
券
】

告
示
日
（
４
月
１
日
）

か
ら
順
次
、
投
票
所
入
場

券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

手
元
に
届
く
ま
で
に
数

日
か
か
る
こ
と
や
、
家
族

で
も
別
々
に
届
く
こ
と

が
あ
り
ま
す

万
が
一
、
入
場
券
が
届

か
な
い
と
き
、
紛
失
し
た

と
き
、
忘
れ
た
と
き
な
ど

は
、
投
票
所
の
受
け
付
け

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
仕
事
・
用

事
・
旅
行
・
病
気
・
出

産
な
ど
で
投
票
所
に
行

け
な
い
人
の
た
め
に
、

投
票
日
前
に
投
票
が
で

き
る
「
期
日
前
投
票
制

度
」
が
あ
り
ま
す

投
票
期
間
＝
４
月
２

日
㈯
～
９
日
㈯
、
土
・

日
曜
日
も
で
き
ま
す

時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
８
時

場
所
＝
市
役
所
４
階

４
０
３
会
議
室

同
投
票
所
に
あ
る
宣

誓
書
を
書
い
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
・
身

分
証
明
書
な
ど
は
不
要

で
す
。

投
票
日
直
前
は
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
室
内
、
☎
６４
・

１
３
３
７
）

市
は
３
月
２０
日
に
、
核
兵
器

の
廃
絶
と
世
界
平
和
の
実
現
に

向
け
て
京
田
辺
市
非
核
平
和
都

市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
宣
言

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
に
も

分
か
り
や
す
い
よ
う
工
夫
し
ま

し
た
。

宣
言
式
で
は
、
市
内
の
小
・
中

学
生
が
宣
言
文
を
朗
読
し
た
ほ

か
（
＝
写
真
）、
長
崎
で
被
爆
さ

れ
た
非
核
平
和
都
市
宣
言
起
草

委
員
会
委
員
の
藤
田
晴
子
さ
ん

が
被
爆
体
験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
総
務
室
（
☎
６４
・

１
３
３
７
）

東北地方太平洋沖地震の被災地へ
復興に向け可能な限り支援

3 月 11 日に発生しました東北地方太平洋沖地震におい
て、我が国の歴史上類を見ない甚大な被害が発生しました。
被災されました皆様には心よりお見舞い申し上げます
とともに、亡くなられました皆様には謹んで哀悼の意を
表します。また、被災地の一日も早い復興をお祈り申し
上げます。
今回の大地震は、被害が大規模かつ広範囲にわたってい
ることから、復興に長期間を要することが予想されます。
京田辺市を挙げて可能な限りの支援を行ってまいりた
いと考えておりますので、市民の皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

京田辺市長　石井　明三

義
援
金
を

受
け
付
け

市
は
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
の
被
災
地
へ
の

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
義
援
金
箱
は
、
市

役
所
や
公
共
施
設
に
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
援

物
資
の
受
け
付
け
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
義
援

金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
の
復
興
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

３
月
２７
日
現
在
、

６
３
５
万
５
０
１
円
の
義

援
金
を
受
け
付
け
ま
し

た
。

京田辺市非核平和都市宣言

やすらぎと希望に満ちた平和な日々
を送ることは、世界の人々の願いです。
しかし、いまも世界のどこかで人間

（ひと）の命の尊さを踏みにじるよう
な争いが続き、人類は、核兵器の脅威
にさらされています。
原子爆弾による広島・長崎の苦しみ
や悲しみが、二度と繰り返されること
のないよう、私たちは、日本国憲法が
掲げる平和理念に基づき、非核三原則
を守り、非暴力と対話で、核兵器の廃
絶と世界の平和を訴え続けなければな
りません。
「戦争の悲惨さと平和や生命（いの
ち）の尊さを、次代を担う子どもたち
に伝えたい」
「ぼくたち、わたしたちも平和な未
来のためにできることをがんばりま
す」
世代を越えて受け継がれる『平和へ
の思い』が、世界平和への希望の光と
なることを信じます。
私たちは、木津川と甘南備山に包ま
れた豊かな自然と先人が築いてきた歴
史や文化を大切にし、互いに尊敬しあ
い、家庭から地域、地域から世界へと笑
顔と思いやりの輪を広げながら、一人
ひとりが平和の実現に向けて努力する
ことを誓い、ここに京田辺市が非核平
和都市として歩むことを宣言します。

市は、「だれもが安全・安
心に暮らせるまちづくり」を
目指し、JR 三山木駅高架下
に南部水防倉庫を建築しま
した（＝写真）。この倉庫に
は水害時に備え、土のう袋
や杭などを収納しています。
また、二又・山崎・出垣
内地区を管轄する消防団の
器具庫や消防団待機所を併
設し、市南部地域の防災拠

点としての役割を担う建物
となっています。
問合せ先＝消防本部（☎
63-7826）


